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委託業務

優良技術者

氏   名 浅田 富司
当 該 業 務 に お け る 役 割 主任技術者

自　平成29年 6月28日
至　平成29年11月30日

所属

企業

商号又は名称 株式会社みすず綜合コンサルタント

住所 上田市上田原1073-4

業 務 名 平成29年度 防災・安全交付金(通常砂防)事業に伴う地質調査業務
発注

機関

主 な 取 組

①現地踏査から地すべりを誘発する崩壊斜面の下流に堰堤位置の変更を提案した。これにより
地すべり脚部の安定と対策費・維持管理費の縮減や保全対象区域の安全度の向上が図られる。
②堰堤変更位置での調査が必要となったが、既に実施したボーリング調査から地質想定を行い、
通常3本のボーリングを1本のみとし、簡易動的貫入試験の併用により費用や工期を削減した。

土尻川砂防事務所

業 務 箇 所 (砂)滝の沢　長野市大岡　下大岡(1)

最終契約額 653万4千円
業務

概要

地質調査
調査ボーリング　　　N=4本　∑L=46m
標準貫入試験　　　　N=23回
総合解析とりまとめ　1式契 約 期 間
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崩積土が厚く、根入れが深いうえ、上流側は地すべり

斜面に接する。
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約10m下流へシフトするだけで硬質岩の分布位置にの

るため、根入れが浅く抑えられ、掘削量が軽減される。

ダム軸変更で

根入れが浅くなる

：簡易貫入試験位置
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調査費用の削減：約
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調査費用の削減：約200
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200万円

万円万円
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現場工期の短縮：約

現場工期の短縮：約現場工期の短縮：約

現場工期の短縮：約18
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18日間

日間日間

日間

簡易動的コーン貫入試験（簡易貫入試験）の併用によりボーリング本数を削減し

た。

砂防堰堤調査では、通常、ダム軸方向にセンターと両袖部で3本のボーリングを行

うことが多いが、この時点で過年度業務を含めて既に7本が実施されていた。

そこで、ボーリングは1箇所のみとし、横断方向の岩盤分布は簡易貫入試験によ

り確認した。

なお、各地層の特性値（N値，地盤定数など）は十分把握できているため、

目的を支持層（岩盤）の分布確認に絞り、数値計測は行わず貫入不能となる深度
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目的を支持層（岩盤）の分布確認に絞り、数値計測は行わず貫入不能となる深度

の確認に限定した。

の確認に限定した。の確認に限定した。

の確認に限定した。

試験の簡略化により、調査費用は、現地調査の範囲内で実施でき、通常の試験

費用も節減することができた。


